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治 革

何億年のむかし、現在の熊本市の大部分は一面の海底で・処々に小島が散在するに過ぎなかったと想像され
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健軍方面の砂磯層から沸きでる清列な泉をめぐって、縄文人・弥生人の衆落が完成されていった。

古墳時代を経て飛鳥時代に入り、大化の改新( 6 4 6年)が行われると、託麻の三宅郡(今の出水地方)に

は、肥後の国府「託麻府」が設けられ、宏壮な伽藍の国分寺の建立を見たが、これらを中心とした衆落が形づ

くられ大きくなったものが、熊本市の始まりである。

奈良朝前後の日本各地tL国力の大小によって、大・上・中・下と四等級に区別されていたが、肥後はその

ころ農産物産出量で九州諸国中群を抜いておb、延暦1 4年9月(平安の初期)に至って・全国中でも優位の

資格を認められ「大国」に昇進した。
みちのきみのおぴとな
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ているが、.とくに後攻集の選者で、清少納言の父元帝と、平安期歌人「槍垣女」との交遊の説話は有名である。

南北朝5 0年間は、戦乱の日が相つぎ、熊本地方もしばしば軍営の場に利用された。

長い戦乱のあと,天下が統一されるや、肥後全土の守護職は改めて菊池氏に委ねられ、一国政令の中心は限

部(現在の菊池市)の方に移った。

降って、応仁の頃菊池の一族出田三郎秀信は、いまの熊本城東部の丘陵に千葉城(熊本城の始め)を構えた

が、次の鹿子木親員が、明応年間( 1 4 9 0年代)に、今の古城の地に居城を移し、吸本城と称えたoついで、

城親冬と、佐々成政のあとを承けて天正1 6年( 1 5 8 8年)加藤清正が入城するにおよんで・清正は国府の

二本木方面から、寺院、商家などを移転させて、城下町の経営に着手した。また、この清正は無本の自然に、

はじめて犬規模な人為のツルハシを振った武将で、河川、その他の土木事業に残した功鰍ま大きく、無本市が

城下町としての体裁を整えてきたのは、このころからである。日本三名城の一つとうたわれる無本掛ま、この

清正が慶長6年から1 2年にかけ、 7カ年の日子を要して築城したものである。 (築城年につしては異説もある)

細川氏時化L寛永9年細川忠利の入国によって始まるが,細川氏は自乗大政奉還のtjに至るまで. 2 0 0

有余年闇にわたって肥後熊本の政治を行った。この細川氏はt歴代名君相ついだが.そのうち、もっとも注

目すべきは、延享4年藩主となった8代重賢の治政であろう。このとき国政揚り_教学も大いに振興したoと

くに諸費「時習館」や、全国にさきがけて創設された医療ないし教育後閑としての「再春館」 、薬草研究で有名

な「蕃滋園」などは、本市が長く文教の府として全国に秀でた因となったOまた忠利のときに創建された水前

寺は,幽斉の古今伝授の闇とともにtいまも熊本市の観光資源の一つとなっているが_晩年を熊本に送った剣

聖宮本武蔵の遺跡も、熊本が持つ誇りの一つといえよう。

明治4年7月に入ってー廃藩置県の大詔が出されると_肥後には、熊本、人吉の二県がおかれ、ついで同年

1 1月改めて熊本、八代の二県となった。ところが翌5年6月熊本県は_ふたたび白川県と改称され、豊々6

年1月には八代県が廃止されて.白川県に併合されたため,肥後全域は白川県の所轄となり-熊本市には県庁

が設けられた。これは明治9年1月まで続いたが,同年2月さらに改めて熊本県と称せられるようになったO

とのころ熊本城には鎮台がおかれ.市内には洋学校と,西洋医学の方岩本医学校が出来て男畠本市は城下町とし

てにぎわいを見せていたが, 9年の神風遵事件_　翌1 0年の西南の役と引続き大きな戦禍に見まわれ_　とくに
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西南の役では、全市街が焦土と化してしまった。 2 2年4月、市町村制が施行されるとこれまでの「熊本区」
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明治の初年から,九州における政治.軍事の中心として、各種の官庁が置かれていた熊本御L　2 4年汽車

の開通によって熊本駅が設けられ、又3 0年代に入って市区革正の大事業が行われ、中央部の山崎練兵場が

市外に移されて新市街が出現するや、会社一工場、商店その他施設が続々と軒を連ね,日清.目貫の戦勝の意

気も加わって,明治の隆昌期を現出した。

大正1 0年、周辺1 2カ町村を併合して大熊本市の基礎を固めー私鉄菊池軌道、熊本軌嵐御船鉄道及び国

鉄宮地線の開通整備と並んで1 3年には市電の開通があり,更に上水通施設-二十三瀞隊の移転等によって,

いよいよ近代都市の面目を新たにすることになった。

しかし、昭和2 0年には空襲を受けて全市の大半は瓦磯と化したが、その後全市民の涙ぐましい努力によっ

て、戦災、水害等各種の苦難を克服し、今日の隆盛を見ることができた.

市制血行当時、人口4万2千余人を数えるにすぎなかった城下町が、.その後数次にわたる市域の拡大、近代

的都市機能の集積等によって、今や人口5 4万、九州の中央に位する地方中核都市として着実な発展を遂げる

に至っている。更に近年は、九州縦貫自動車道の開通、新幹線鉄道の導入促進、重要港湾熊本港建設の具体化、

熊本空港の拡充等、陸海空にわたる交通運輸ネットワーク整備の進展と国民の地方都市志向等とが相まって、

本市発展の機運は大きく盛D上がD、健康で明るく豊かな、真に魅力ある近代都市の実現をめざし、市民の創

意とエネルギーを結集しつつ市政を推進している。

2　位置及び地勢

(1)位　　　置

熊本市は熊本県の西北部・東経1 3 0度4 2分・北緯3 2度4 8分の位置にある。これと同緯度の都市と

しては長崎市や中国の南京がこれに近い。本市は緯度からいえば温暖を地帯に属するが..有明海との間に金
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地理的空間は・西北部から北部にかけては金峰山を主峰とする複式火山帯と、これに結ぶ立田山等の小火山

の噴出物に掩われる台地によって構成されている。南半は、白川の三角洲である低平夜熊本平野によって占

められておれ　この白川流域からと坪井川・井芹川等が北半の台地の中に平野を切則男いている。このよう

な地形的制約がある売め、本市の発展は.北部と西部において停滞を余儀なくされ、東方および南方-伸長

している。ことに肥後台地の南線を縫う東南方へ都市膨張の重心が走向するのは、その南方熊本平野が主要

を米作地で、肥沃夜水田地帯としての機能が尊重されるからであろう。

本市が商工都市としての飛躍的発展をとげるためには適当を外港を保持することが、年来の希望であった

が、松尾村並びに小島町の合併で首貫港を得たことによれその念願を遂げたのである。

国道は、福岡から鹿児島-向って西九州を縦断し、国道熊本・大分線、県道熊本・宮崎線等はいずれも本

市を中心としている。九州の幹線鉄道である鹿児島本線は、門司を起点として福岡・久留米・大牟田を経て

本市を其き八代を経て鹿児島に達し、本市を起点とした三角線は、宇土から分岐して三角に至b海路島原・

艮崎を結び、また豊肥線は大分と結び、別府・阿蘇道路による別府・点崎を連ねる国際観光暗線及び九州縦
一

貫自動車道による陸上輸送道路を以て、更に新熊本空港の開港によって、九州交通網の中心として要衝約位
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置を占めている。

(2)地　　勢

阿蘇火山と、金峰山系′との接合地帯の上に存在する本市は、多くの山岳.丘陵、台地等によって,完全に

四方を囲まれているが,本市の西北由に連なる荒尾山(44 5m)や石神山U 64m) 、天狗山(237

m)　本妙寺山(220m) ,さらに西南部に隆起する花岡山(133m)、市の東北境の立田山(151

m)`等の山々は、いわゆる金峰山系の一部として.阿蘇火山がその熔岩や粘土、砂僕、火山灰などをもって

熊本市建設の基礎工事を完成する以前に、その大体の骨組み牽形成していたものである。一方河川では、阿

蘇火山に源を発する白川、北方鹿本郡界に流れを発する井芹、坪井の両河川、また水源を水前寺に発する江

津湖は、木山川と合して加勢川となっている。これらの諸河川はかんがい水として、とくに市南部一帯の平

野をうるおし、農作に大きな効用をもたらしている。

3　市　域　の　変遷

北
　
-
　
n
I
I
I
-
・
-
十
-
-

面積　171.72Kd
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4　人　　　　口

(1)年次別人口及び世帯数

年 次 仕 帯 数

人 口 男 女 比

(芝 100~3 台)

1 位 帯

当た り人 口
備 考

総 数 男 女

明 治 2 2 年

大 正 元 年

l l,7 9 7

1 2,7 3 6

4 2 ,7 2 5

6 6 ,4 8 8 3 5.9 3 8 3 0 ,5 5 0 8 5.0

3.6

5.2

Jー尻 町 . 日吉 村 .力台 村 合 併

8 年 1 3,1 2 9 7 4 ,5 4 4 3 9,3 8 5 3 5 .1 5 9 8 9.3 5.7

昭 和 元 年 2 7,1 5 7 1 5 0 .0 7 5 7 5,6 8 0 7 4 ,3 9 5 9 8.3 5 .5

5 年 3 0,2 8 4 1 6 7 ,5 6 6 8 3 .2 1 8 8 4 ,3 4 8 1 0 1 .4 5 .5

1 0 年 3 8,3 3 6 2 1 4 ,2 7 0 1 1 1 ,4 8 0 1 0 8,7 9 0 9 7 .6 5 .6

1 5 年 3 9 ,8 1 3 2 4 3,5 7 4 1 1 6 ,8 3 8 1 2 6 ,7 3 6 1 0 8 .5 6 .I

20 年 3 7 ,9 8 1 1 8 0,6 4 3 8 4 ,9 3 5 9 5,7 0 8 1 1 2 .7 4 、8

( 国 勢 調 査 )25 年 5 9 ,8 6 5 2 6 7 .5 0 6 1 2 8 ,0 6 7 1 3 9,4 3 9 1 0 8 .9 4 -5

So 専 7 1,9 7 8 3 3 2 .4 9 3 1 5 9 ,5 0 1 1 7 2 ,9 9 2 1 0 8 .5 4 .6 松 尾 村 合 併

35 年 9 0 .7 7 2 3 7 3 ,9 2 2 1 7 8 ,0 3 1 1 9 5 ,8 9 1 1 1 0 .0 4 t1 ( 国 勢 調 査 )

40 年 1 0 7,6 3 4 4 0 7 ,0 5 2 1 9 2 ,5 3 8 2 1 4 ,5 1 4 I l lt4 3 .8 ( 〟 )

4 5 年 1 3 0,6 0 8 4 4 9 ,2 5 4 2 1 1,3 2 2 2 3 7 ,9 3 2 1 1 2 .6 3 .4 ( 〟 ) 含 旧託 麻 村

5 0 年 1 5 3 ,5 4 0 4 8 8 ,1 6 6 2 3 1,1 8 8 2 5 6 ,9 7 8 1 1 1 .2 3 .2 ( 〟 )

5 5 年 1 8 0.2 3 9 5 2 5,6 6 2 2 5 1,0 1 1 2 7 4 ,6 5 1 1 0 9 .4 2 .9 ( 〟 )

5 6 年 1 8 2 ,7 7 1 5 2 9,5 9 0 2 5 2 ,8 7 3 2 7 6 ,7 1 7 1 0 9 .4 2 .9 ( 推 計 人 口 )

5 7 年 1 8 5 ー5 3 0 5 3 5,5 0 1 2 5 5 ,5 9 9 2 7 9.9 0 2 1 0 9 .5 2 .9 ( 〟 )

58 」 1 8 8 .2 4 1 5 4 1,2 7 7 2 5 8 ,3 2 8 2 8 2 ,9 4 9 1 0 9 .5 2 .9 ( 〟 )

(注)推計人口は5月1日現在

(2)人口の動態

区 分 年 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7

自 然 増 4,8 4 9 4 ,5 3 4 4 ,5 0 7 4,5 9 8 4 ,5 4 7

社 会 増 1 ,0 3 4 1,8 7 7 2,6 4 9 1 ,3 1 3 1 ,2 2 9

計 5 ,8 8 3 6 ,4 1 1 7,1 5 6 5 ,9 1 1 5 .7 7 6

(注)各年5月1日から翌年4月30日までの動態

(3)校区別人口及び世帯数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和55年同調)

校 区 別 仕 帯 数
人 口

校 区 別 世 帯 数
人 口

m サ 男 女 総 数 男 女

総 数 1 8 0 ,2 3 9 5 2 5,6 6 2 2 5 1,0 1 1 2 7 4,6 5 1 秋 津

ォ si

泉 ケ丘

2β6 2

2 .3 4 5

32 0 2

9 ,0 1 6

6 ,7 5 5

9 ,4 0 7

4 ,3 2 1

3,1 7 6

4 ,3 2 5

4 ,6 9 5

3 ,5 7 9

5 ,0 8 2中 央 地区 3 2 ,4 9 4 8 5 ,3 8 5 3 7 ,7 7 5 4 7 ,6 1 0

城 東 1 ,7 3 6 4 ,2 9 9 1,7 5 2 2 ,5 4 7 健 軍 4 ,0 0 7 1 2 ,0 5 0 6,0 9 5 5 ,9 5 5

9 2 3 2 ,4 0 9 9 6 1 1 ,4 4 8
北 部 地 区 3 5,7 2 9 1 0 2 .6 9 4 5 1,5 0 1 5 1 ,1 9 3五 福 9 9 8 2 ,8 6 7 1,2 3 1 1 ,6 3 6

- * 4 ,0 3 1 1 0 .7 7 0 4 ,6 5 3 6 ,1 1 7 H K 9,2 5 5 1 8 ,9 4 4 9 .9 0 0 9 ,0 4 4

壷 川 3 .8 4 3 9 ,6 6 6 4 ,3 6 0 5 ,3 0 6 池 田 4,8 7 7 1 2,3 4 2 6 .3 2 8 6 ,0 1 4

碩 台 3 .1 1 2 7,5 9 6 3.1 3 3 4 ,4 6 3 高 平 台 3 ,7 9 3 l l,9 6 8 5 .7 3 5 6 ,2 3 3

白 川 3 ,1 7 3 7,8 9 8 3,4 7 4 4 ,4 2 4 清 水 4,2 7 9 1 3,0 6 0 6 ,1 6 1 6 ,8 9 9

春 竹 4 ,7 5 9 1 3,3 2 7 6,1 1 2 7 ,2 1 5 M i t 2 .7 4 5 1 0.2 6 3 5 ,7 8 4 4 ,4 7 9

本 荘 1 ,7 9 2 4 ,5 0 3 1,9 4 6 2,5 5 7 麻 生 田 2 .6 0 5 8 ,9 7 4 4 ,2 8 5 4 ,6 8 9

向 山 2 ,9 8 6 7.9 0 5 3,6 8 4 4 ,2 2 1 棉 2 ,6 0 5 9,0 7 3 4 ,3 6 9 4 ,7 0 4

古 1 PT 1,9 0 2 5,1 6 3 2 .2 9 6 2.8 6 7 龍 田 4 ,2 1 3 1 3 ,2 2 4 6 .6 2 3 6 ,6 0 1

春 日 3 ,2 3 9 8,9 8 2 4,1 7 3 4 ,8 0 9 武 蔵 1 ,3 5 7 4,8 4 6 2 ,3 1 6 2,5 3 0

東 部 地区 7 3 ,5 2 8 2 1 3,3 2 3 1 0 2 ,9 5 2 1 1 0,3 7 1 西 部 地区 1 9 ,2 3 9 6 2 .0 0 8 2 9 ,4 1 2 3 2 ,5 9 6

託 麻 原 7 ,3 9 9 1 8,1 2 9 9,2 0 6 8,9 2 3 自 坪 3 ,6 2 1 l l,2 8 3 5 .3 0 9 5,9 7 4

大 江 4 ,9 0 8 l l,6 6 1 5 ,4 5 4 6,2 0 7 城 西 4 ,8 8 1 1 3 ,9 9 3 6 ,4 3 8 7,5 5 5

白 山 4 ,6 8 7 l l ,7 8 5 5 ,5 7 4 6 ,2 1 1 花 園 4 ,1 7 5 1 2 .0 9 9 5,8 9 3 6,2 0 6

出 水 . 3 .0 3 9 7 ,7 3 5 3 ,3 4 6 4 ,3 8 9 城 . 山 1,7 2 2 6 ,4 3 2 3 ,0 5 4 3 .3 7 8

出水 南 3 ,3 8 8 1 0 .7 8 9 5 ,1 4 9 5 ,6 4 0 高 橋 2 8 0 8 5 6 4 0 7 4 4 9

託 麻 北 1,2 0 7 4 ,5 4 7 2 ,2 5 3 2 .2 9 4 中 島 1,0 2 0 4 ,1 6 7 1,9 9 6 2 -1 7 1

託 麻東 2 .0 8 6 8 ,1 1 7 3,8 9 2 4 ,2 2 5 小 島 9 8 7 3,7 6 6 1.7 8 8 1,9 7 8

託 麻 西 4 ,4 0 8 1 4 ,1 3 7 7 ,0 0 3 7 ,1 3 4 松 尾 9 6 0 3,8 5 3 1 ,8 5 7 1,9 9 6

西 原 4 ,2 5 0 1 2,4 8 0 6,2 3 8 6 ,2 4 2 池 上 1,5 9 3 5,5 5 9 2 ,6 7 0 2 .8 8 9

m llj 4 ,7 6 6 1 3.7 4 5 6,5 2 6 7 ,2 1 9
南 部 地区 1 9.2 4 9 6 2 ,2 5 2 2 9 .3 7 1 3 2 .8 8 1

帯 山 西 3 ,0 4 1 8 ,2 7 4 3.9 5 5 4 ,3 1 9 a
画 図 2 .5 2 2 8 .7 0 7 4,1 5 8 4 ,5 4 9

砂 取 3 ,7 2 3 1 0,2 9 9 4,6 3 4 5 .6 6 5 田 迎 3 ,3 0 5 l l,0 9 5 5 ,3 8 6 5 ,7 0 9

尾 ノ上 3 ,8 6 9 l l,5 6 4 5,5 6 4 6 ,0 0 0 御 幸 2 .0 9 7 7,9 5 6 3 ,7 5 2 4 ,2 0 4

月 出 4 .1 8 7 1 2,1 9 5 5.9 8 6 6 ,2 0 9 日 吉 4 ,9 2 2 1 5,5 9 2 7 ,5 6 8 8 ,0 2 4

東 町 3 .5 0 9 1 2,5 3 0 6,2 7 8 6 ,2 5 2 川 尻 3 ,6 5 6 9,6 4 2 4 ,0 6 1 5,5 8 1

桜 木 2 ,6 4 5 8,1 0 8 3 ,9 7 7 4 ,1 3 1 力 合 2 ,7 4 7 9,2 6 0 4 ,4 4 6 4 ,8 1 4
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(4)産業別1 5才以上就業者数

調 査 年 次

区 分

4L5 年 国 調 50 年 国 調 5 5 年 国 調

総 数 構 成 比 総 数 構 成 比 男 女 総 数 構成 比 、 男 女

総 数 44 9 2 5 4
%
4 8 8 J 6 6

%
2 3 1,1 8 8 2 5 6 5 7 8 5 2 5 ,66 2

%
2 5 1 ,0 1 1 2 7 4万5 1

昼 間 人 口 48 4 2 0 6 - 5 2 7 ,9 7 9 - 2 5 5 ,8 3 4 2 7 2 ,1 4 5 5 7 1 ,4 5 3 2 7 8 5 3 0 2 9 2 5 2

1 5 才 以 l上 人 口 34 6 ,1 2 6
- 3 7 5 J 7 6 - 1 7 3 2 4 1 2 0 1,9 3 5 4 0 7 ,0 9 9 1 90 ,1 8 3 2 1 6 ,9 1 6

就 業 者 総 数 2 0 7 ,17 8 1 0 0 2 1 8 ,7 7 0 1 0 0 1 3 0 ,6 2 1 8 8 ,1 4 9 2 3 7 ,8 2 9 1 0 0 1 4 1,7 2 5 9 6ユ0 4

第 1 次 産 業 14β5 3 7 .1 1 0 ,7 9 0 4 月 5 ,9 4 1 4 ,8 4 9 9 ,2 4 1 3 .9 5 2 4 2 3 ,9 9 9

農 業 13 ,6 0 9 6 .6 9 ,8 1 5 4 .5 5 ,1 6 4 4 ,6 5 1 8 ,3 2 1 3 5 4 ,5 4 4 3 ,7 7 7

林 業 . 狩 猟 業 66 0 0 .3 6 2 0 0 .3 5 3 0 9 0 5 4 2 0 .2 4 5 5 8 7

3 8 4 0 .2 3 5 5 0 ユ 2 4 7 10 8 3 7 8 0 .2 2 4 3 1 3 5

第 2 次 産 業 4 3 ,7 3 9 2 1 ユ 4 5 ,7 4 0 2 G .9 13 1β7 3 1 3β6 7 4 8 ,1 0 5 2 0 .2 3 3 ,7 8 6 1 4 ,3 1 9

鉱 業 16 4 0 .1 1 1 6 0 .1 9 4 2 2 8 云 0 .0 7 2 1 0

建 設 . 莱 16 4 5 2 7 .9 1 9 ,8 4 8 9 .0 1 7 ,0 1 3 2β3 5 2 3 3 0 3 9 .8 1 9 ,7 0 9 3 ,5 9 4

製 造 業 2 7 ,1 2 3 1 3 .1 2 5 ,7 7 6 1 1 5 1 4 ,7 6 6 l l ,0 1 0 2 4 ,7 2 0 1 0 .4 1 4 ,0 0 5 1 0 ,7 1 5

第 3 次 産 業 14 8 ,5 7 1 7 1 .7 1 6 1 ,4 9 2 7 3 .8 92 ,5 7 1 6 8 ,9 2 1 1 8 0 2 0 6 7 5 .8 1 0 2 ,5 9 1 7 7 ,6 1 5

卸 売 . 4 、売 業 58 ,7 5 2 2 8 .4 6 4 ,9 1 6 2 9 .7 3 3 2 9 3 3 1 ,6 2 3 7 3 5 7 6 3 0 .9 3 8 2 7 3 3 5 3 0 3

金 融 . 保 険 .

不 動 産 業
8,2 6 2 4 .0 1 0ユ3 2 4 .6 5 2 4 8 4 ,8 8 4 l l ,9 3 5 * 5 .0 6 2 9 6 5 ,6 3 9

逮 .輪 . 通 信 業 15β1 2 7 .5 1 6 ,9 3 2 7 .7 1 4 β3 9 1,9 9 3 1 7 2 2 6 7 .2 一1 5ユ3 1 2 .0 9 5

電 紗 .水道業 1,4 5 1 0 .7 1 ,4 0 9 0 .6 1 ,2 3 2 1 7 7 1 ,4 9 9 0 .6 1 ,2 9 1 2 0 8

サ ー ビ ス 業 4 7 C 7 7 2 2 .7 5 0 ,6 6 0 2 3 2 2 3 ,4 6 7 2 7 ,1 9 3 5 9 .0 3 3 2 4 .8 2 7β5 7 3 13 7 6

公 . 務 17 4 1 7 8 .4 17 ,4 4 3 8 .0 1 4 ,3 9 2 3 ,0 5 1 1 6 ,9 3 7 7 .1 1 3 ,9 4 3 2 β9 4

分 類 不 能 の産 業 2 1 5 0 .1 7 4 8 0 .4 2 3 6 5 1 2 2 7 7 0 ユ 1 0 6 1 7 1

(荏)　4 5年国訴には旧託麻村を含む
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